
［第三種郵便物認可］ 日 本 医 師 連 盟 ニ ュ ー ス 令和3年4月25日　第129号　（2）

中
川
日
医
連
委
員
長
（
日
医
会
長
）、
河
野
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
担
当
大
臣
ら
と
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
円
滑
化
に
向
け
て
意
見
交
換

中
川
委
員
長
は
、
三
月
十
六
日
、

日
本
医
師
会
館
に
お
い
て
、
河
野
太

郎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
接
種
担
当
大
臣
、
小
林
史
明

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
補
佐
官
、
小

鑓
隆
史
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
ら
と

新
し
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
シ
ス
テ

ム
を
含
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
化
に
向
け
て

意
見
交
換
し
た
。

意
見
交
換
に
は
、
今
村
、
松
原
謙

二
、
猪
口
雄
二
各
副
委
員
長
（
日
医

副
会
長
）、
釜
萢
敏
常
任
執
行
委
員

（
日
医
常
任
理
事
）、
長
島
公
之
、
宮

川
政
昭
両
参
与
（
日
医
常
任
理
事
）

が
同
席
し
た
。

中
川
委
員
長
は
、
同
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
の
闘
い
に
大
き
な
期
待
感
を

示
し
た
一
方
で
、
医
療
現
場
で
の
接

種
体
制
構
築
に
向
け
て
混
乱
が
起
き

次期参議院比例代表選挙日医連組織内候補に決定した自見参議院議員

の
公
募
状
況
が
報
告
さ
れ
、
各
医
師

連
盟
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
た
。
そ

の
結
果
、
日
医
連
組
織
内
候
補
に
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
政
策
に
関
わ
り
、
国
民
の
健

康
と
安
心
安
全
を
守
る
た
め
、
日
々

全
力
で
頑
張
っ
て
い
る
自
見
議
員
を

内
定
す
る
こ
と
と
し
、
正
式
な
推
薦

決
定
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
中
川
委

員
長
に
一
任
と
な
っ
た
。

中
川
委
員
長
は
、
九
月
十
五
日
に

都
道
府
県
医
師
会
（
連
盟
）
と
の
テ

レ
ビ
会
議
を
通
じ
て
、
自
見
参
議
院

議
員
を
日
医
連
組
織
内
候
補
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た

こ
と
を
公
表
し
た
。

そ
の
後
、
日
医
連
は
、
都
道
府
県

医
師
連
盟
、
郡
市
区
医
師
連
盟
（
支

部
）
宛
に
「
自
見
は
な
こ
」
室
内
用

ポ
ス
タ
ー
の
送
付
に
つ
い
て
依
頼

し
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
通
じ
て
、
確

実
に
自
見
議
員
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を

は
か
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
理
解
と
協

満
場
一
致
で
選
出
し
た
。
日
医
連
委

員
長
の
選
出
に
際
し
て
は
、「
委
員

長
候
補
者
に
つ
き
、
日
医
の
推
薦
を

得
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
」
と

さ
れ
、
委
員
長
選
出
規
程
の
手
続
き

に
従
い
、
日
医
か
ら
の
推
薦
候
補
者

で
あ
る
中
川
日
医
会
長
が
満
場
一
致

で
選
出
さ
れ
た
。

次
に
、
中
川
委
員
長
が
議
長
と
な

り
、
日
医
連
役
員
人
事
、
令
和
二
年

度
交
付
金
、
次
期
参
議
院
議
員
選
挙

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

役
員
人
事
に
つ
い
て
は
、
中
川
委

員
長
が
「
公
益
社
団
法
人
の
認
定
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
日
医
役

員
の
う
ち
日
医
連
役
員
を
兼
務
で
き

る
の
は
日
医
役
員
の
三
分
の
一
以
下

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
」
を
説
明
し
、

副
委
員
長
五
名
、
常
任
執
行
委
員
に

つ
い
て
は
、
全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
合
計
八
名
、
委

員
長
推
薦
九
名
と
合
わ
せ
て
十
七

名
、
会
計
責
任
者
一
名
、
同
職
務
代

行
者
一
名
、
会
計
監
督
者
三
名
の
各

役
員
と
、
日
医
連
規
約
第
十
四
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
参
与
九
名
に
つ
い

て
審
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

令
和
二
年
度
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
今
村
聡
副
委
員
長
が
、「
令
和

二
年
度
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
日

医
連
の
財
政
状
況
や
衆
議
院
解
散
・

総
選
挙
の
可
能
性
、
令
和
四
年
の
参

議
院
議
員
選
挙
等
を
勘
案
し
て
、
昨

年
と
同
様
、
三
〇
％
の
交
付
に
て
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
提
案

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

最
後
に
、
次
期
参
議
院
議
員
選
挙

に
つ
い
て
、
今
村
副
委
員
長
か
ら
直

近
の
「
日
医
連
活
動
指
針
」、「
国
政

選
挙
の
候
補
者
選
考
基
準
」
と
「
参

議
院
比
例
代
表
選
挙
候
補
者
選
出
要

領
」
の
規
程
に
基
づ
い
て
、
日
医
連

の
組
織
内
候
補
を
擁
立
す
る
こ
と
、

所
属
政
党
は
政
権
政
党
で
あ
る
自
由

民
主
党
と
す
る
こ
と
、
公
募
に
よ
り

推
薦
す
る
こ
と
を
執
行
委
員
会
に
提

案
し
、
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

次
期
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
、
自
見
は
な
こ
参
議

院
議
員
の
推
薦
を
決
定
、
支
援
体
制
を
構
築

日
医
連
は
、
八
月
四
日
に
常
任
執

行
委
員
会
、
執
行
委
員
会
（
い
ず
れ

も
テ
レ
ビ
会
議
）
を
開
催
し
、
次
期

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
に
つ
い
て
、

前
回
の
執
行
委
員
会
で
決
定
し
た
公

募
の
状
況
を
、今
村
副
委
員
長
か
ら
、

「
現
職
の
自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員

一
名
の
み
の
推
薦
申
請
が
あ
り
、
四

十
二
都
道
府
県
医
師
連
盟
か
ら
の
推

薦
を
受
け
て
い
る
」
と
組
織
内
候
補

て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。
こ

う
し
た
状
況
の
解
決
に
、
国
が
正
確

な
情
報
を
迅
速
に
日
医
と
共
有
す
る

こ
と
な
ど
を
要
望
し
た
。

河
野
大
臣
側
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
記
録
シ
ス
テ
ム
入
力
作
業
の
簡
素

化
、
Ｖ
─

Ｓ
Ｙ
Ｓ
と
Ｇ
─

Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
Ｉ

Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
同
じ
に
す
る
こ

と
、
予
防
接
種
事
業
の
効
率
化
を
は

か
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
同
ワ

ク
チ
ン
の
輸
送
や
医
療
従
事
者
へ
の

接
種
、
高
齢
者
の
接
種
開
始
に
向
け

た
課
題
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

挨拶する河野大臣

力
を
呼
び
か
け
、
団
体
・
企
業
か
ら

の
自
見
議
員
へ
の
推
薦
に
つ
い
て
働

き
か
け
を
行
う
な
ど
、
組
織
の
総
力

を
傾
注
し
、
自
見
議
員
へ
の
全
国
的

な
支
援
体
制
を
構
築
す
べ
く
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

挨拶する中川委員長（日医会長）

日医連組織内候補としての推薦を受け中川委員長と握手を交わす自見議員

（
１
面
よ
り
）
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②
子
ど
も
・
子
育
て
関

連
支
出
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

を
倍
増

③
行
政
の
縦
割
り
を
克

服
し
府
省
庁
横
断
の
一

貫
性
を
確
保
す
る
た

め
、「
こ
ど
も
庁
」
に

は
総
合
調
整
、
政
策
立

案
、
政
策
遂
行
の
強
い

権
限
を
も
た
せ
る

以
上
を
柱
に
、
抜
本
的

な
少
子
化
対
策
の
た
め

に
も
、
こ
ど
も
の
医

療
・
保
健
・
療
育
・
教

育
・
福
祉
を
一
元
的
に
所
管
す
る「
こ

ど
も
庁
」創
設
を
求
め
て
い
ま
す
。

四
月
一
日
、
菅
義
偉
内
閣
総
理
大

臣
に
提
言
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
菅
総
理
大
臣
か
ら
は
、
三
月
二

十
一
日
の
第
八
十
八
回
自
民
党
大
会

で
「
私
自
身
な
ん
と
し
て
も
進
め
た

い
の
が
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た

め
の
政
策
で
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
政

治
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子

供
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
学
ん
で
い
く
。

そ
の
１
つ
１
つ
に
光
を
当
て
て
前
に

進
め
て
い
き
ま
す
」
と
演
説
し
た
際

の
原
稿
を
い
た
だ
き
、「
こ
ど
も
庁
」

実
現
に
つ
い
て
強
い
決
意
を
お
示
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
日
中
に
、
自

民
党
内
の
総
裁
直
属
機
関
で
議
論
を

進
め
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
四

月
十
三
日
に
『「
こ
ど
も
・
若
者
」

輝
く
未
来
創
造
本
部
』
が
立
ち
上
が

り
、
幹
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
頑
張
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
財
政
支
援
等

に
つ
い
て
参
議
員
決
算
委
員
会
で

質
問四

月
五
日
、
参
議
院
決
算
委
員
会

が
全
閣
僚
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
全
国
の
地
区
医
師
会

の
先
生
方
が
行
政
と
の
連
携
の
も
と

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
計
画
段
階
か
ら
進
め
て
下
さ

っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た

う
え
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
医
療
機
関
へ

の
財
政
支
援
に
つ
い
て
田
村
憲
久
厚

生
労
働
大
臣
、
河
野
太
郎
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種

担
当
大
臣
に
伺
い
ま
し
た
。
田
村
大

臣
か
ら
は
、
菅
総
理
大
臣
か
ら
も
中

川
俊
男
日
本
医
師
会
長
に
協
力
を
お

願
い
し
た
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
つ

つ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
に
は

医
療
機
関
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

お
よ
び
必
要
な
か
か
り
増
し
経
費
は

し
っ
か
り
補
助
し
て
い
く
と
力
強
い

答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

医
療
機
関
が
運
営
で
き
な
く
な
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
総

理
の
意
思
の
も
と
で
、
四
月
か
ら
感

染
防
御
等
に
か
か
る
費
用
を
考
慮
し

た
診
療
報
酬
の
積
み
増
し
を
行
う
な

ど
、
最
善
の
努
力
を
す
る
と
決
意
を

お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
河
野
大

臣
か
ら
も
、
厚
生
労
働
省
と
連
携
し

て
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
と
ご
答

弁
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
昨
年
末
に
自
民
党
「
訪

日
外
国
人
観
光
客
コ
ロ
ナ
対
策
Ｐ

Ｔ
」
事
務
局
長
と
し
て
政
府
へ
の
提

言
を
取
り
ま
と
め
、
政
府
に
受
け
止

め
て
い
た
だ
き
現
在
準
備
が
進
ん
で

い
る
水
際
対
策
強
化
の
た
め
の
「
統

合
型
入
国
者
健
康
情
報
等
管
理
シ
ス

テ
ム
」
に
つ
い
て
、
海
外
と
の
往
来

が
再
開
さ
れ
た
時
に
は
、
水
際
で
の

一
元
的
な
情
報
管
理
が
不
可
欠
で
あ

り
、
ま
た
多
言
語
で
の
相
談
機
能
や

国
民
へ
説
明
す
る
た
め
の
広
報
機
能

を
併
せ
も
つ
シ
ス
テ
ム
を
省
庁
横
断

的
に
構
築
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き

く
、
変
異
株
の
出
現
等
の
情
勢
を
踏

ま
え
て
必
要
な
予
算
を
し
っ
か
り
つ

け
て
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
な
ど
、
加
藤
勝
信
内
閣
官
房
長
官

に
今
後
の
方
向
性
を
伺
い
ま
し
た
。

加
藤
官
房
長
官
か
ら
は
、
オ
リ
パ
ラ

に
向
け
て
六
月
中
に
は
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
さ
せ
る
が
、
オ
リ
パ
ラ
に
限
定

せ
ず
広
く
入
国
者
全
体
を
対
象
と
す

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
必
要
に
応
じ

て
拡
充
し
て
い
く
と
の
方
針
を
お
示

 

「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
温
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
を
巡
っ
て
は
、
三
月
二

十
一
日
に
首
都
圏
で
の
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
府
県

で
四
月
五
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
未
だ
に
予
断
を
許

さ
な
い
情
勢
で
す
。
医
療
現
場
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
担
う
先
生
方
に
改
め

て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
二
十
六
日
、
参
議
院
本
会
議
に

て
令
和
三
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し

た
。
医
療
機
関
へ
の
支
援
が
迅
速
に

現
場
ま
で
届
く
よ
う
引
き
続
き
政
府

に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
必
要
な

財
政
措
置
を
追
加
的
に
行
う
よ
う
、

強
く
求
め
て
参
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
庁
」
創
設
を
菅
総
理
大

臣
に
申
し
入
れ

児
童
虐
待
や
青
少
年
の
自
殺
、
学

校
で
の
い
じ
め
な
ど
、
こ
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対

処
し
、
健
や
か
な
成
長
発
達
を
妊
娠

期
か
ら
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
施
策

を
総
合
的
に
進
め
て
い
く
う
え
で
、

行
政
に
お
け
る
縦
割
り
の
解
消
は
大

き
な
課
題
で
す
。
超
党
派
議
連
事
務

局
長
と
し
て
取
り
組
み
、
日
本
医
師

連
盟
の
先
生
方
か
ら
大
変
な
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
成
立
し
た
議
員
立
法

「
成
育
基
本
法
」
で
も
、
附
則
で
「
政

府
は
、
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め

の
行
政
組
織
の
在
り
方
等
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る

こ
と
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
意
識
か
ら
、
現
在
は
複
数
の
省

庁
に
所
管
が
わ
か
れ
て
い
る
医
療
・

保
健
・
療
育
・
教
育
・
福
祉
を
切
れ

目
な
く
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ら
を
一
元
的
に
所
管
す
る

「
こ
ど
も
庁
」
の
創
設
を
目
指
す
議

員
勉
強
会
「Children First

の
子
ど

も
行
政
の
あ
り
方
勉
強
会
」
を
本
年

二
月
二
日
に
立
ち
上
げ
、
計
九
回
の

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
、
一
万
七
千

四
百
五
十
八
名
か
ら
計
四
万
八
千
五

十
二
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
勉
強
会
で
の
議
論
と
、
ウ
ェ
ブ

ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

踏
ま
え
て
三
月
十
九
日
に
取
り
ま
と

め
た
政
府
へ
の
提
言
で
は
、

①
専
任
の
所
管
大
臣
に
よ
っ
て
率
い

ら
れ
る
「
こ
ど
も
庁
」
の
創
設

4月5日　参議院決算委員会

「こども庁」創設に向けた提言申し入れ
4月1日　  菅義偉内閣総理大臣（写真上段）
3月31日　�二階俊博自民党幹事長（写真中段）、 

下村博文政務調査会長（写真下段）

3月29日　「ＨＰＶワクチンの積極的勧奨再開を目
指す議員連盟」事務局長として、田村憲久厚生
労働大臣に要望申し入れを行いました

平井卓也デジタル改革担当大臣をゲストにお迎え
してラジオ収録

3月27日　第85回日本循環器学会学術集会にて、講演させてい
ただきました

（
４
面
へ
）
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羽
生
田
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

羽
生
田 
た
か
し 

活
動
報
告

参
議
院
議
員

厚生労働委員会「大臣所信に対する
質疑」にて質疑

秋田県医師会「代議員会」にて挨拶

国
と
地
方
の
連
携
の
重
要
性

（
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
道
の
り
）

平
素
よ
り
私
の
政
治
活
動
へ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
先
生
方
に
は
通
常

の
診
療
に
加
え
、
各
地
区
に
お
け
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
ま
さ
に
地
域
医
療
を
お
支
え
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
は
未
だ

十
分
な
ワ
ク
チ
ン
量
が
供
給
さ
れ
て

お
ら
ず
、
担
当
大
臣
が
日
々
条
件
拡

大
を
し
て
お
り
ま
す
が
現
場
で
は
現

在
、
高
齢
者
接
種
に
当
た
る
医
療
従

事
者
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
接
種
の
ま
ま

業
務
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ

り
得
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。
現
場
に

そ
ぐ
わ
な
い
国
の
方
向
性
が
あ
る
こ

と
を
正
す
た
め
に
私
も
先
日
参
議
院

厚
生
労
働
委
員
会
に
て
質
問
に
立

ち
、
地
域
の
医
療
事
情
に
そ
っ
た
対

応
を
求
め
ま
し
た
。

接
種
開
始
は
予
定
通
り
で
あ
っ
た

も
の
の
完
了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
ず
れ
込
ん
で
お
り
、医
療
従
事
者
、

高
齢
者
と
も
に
遅
れ
る
と
一
般
接
種

が
夏
以
降
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
を
し
て
お
り
ま
す
。
五
月
に
は

一
定
数
の
ワ
ク
チ
ン
確
保
が
で
き
る

可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
定
ま
ら
な

い
な
か
で
の
接
種
準
備
に
は
従
事
者

や
会
場
の
確
保
の
み
な
ら
ず
多
く
の

ご
苦
労
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
一
日
も
早
い
改
善
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
も
連
携

し
て
参
り
ま
す
。

「ジェネリック医薬品の将来を考え
る会」にて

「緊急事態宣言の都道府県への支援」
について下村博文政務調査会長へ
要請

「不妊治療への支援拡充を目指す議
員連盟」にて

自民党組織運動本部と各都道府県連
で「新型コロナウイルス感染症対
策に関するリモート意見交換会」

日本医師会「医師の働き方検討委員
会」にて

高知県医師連盟「国政報告会」にて
講演

東日本大震災復興特別委員会「オン
ライン意見交換」

広島県医師連盟「執行委員会」にて
挨拶

秋田県議会議員に当選された島田薫
秋田県医師会常任理事

と
、
医
療
機
関
の
疲
弊
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
で
国
民
の
意
識
を
大

き
く
動
か
し
た
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
医
療
現
場
の
お
声
を
国

政
に
届
け
る
使
命
と
責
任
を
果
た
し

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
来
年
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
し
て
は
ま
だ
議
論
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
国
と
し
て
ワ
ク

チ
ン
確
保
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、今
後
の
ワ
ク
チ
ン
行

政
に
つ
い
て
ど
こ
か
で
議
論
を
始
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
新
し
い
受
診
の
あ
り
方

も
、
地
域
医
療
を
支
え
る
医
療
現
場

か
ら
声
を
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
変
え
る
も

の
と
守
る
も
の
を
し
っ
か
り
見
定

め
、
変
革
を
迎
え
る
準
備
の
必
要
性

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

働
き
方
改
革
も
そ
の
要
素
の
大
き

な
ひ
と
つ
で
あ
り
、
医
療
者
だ
け
で

な
く
患
者
、
国
民
か
ら
理
解
を
得
る

こ
と
も
働
き
方
改
革
に
は
大
変
重
要

で
あ
り
ま
す
し
、
コ
ロ
ナ
陽
性
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
医
療
現
場
で
は
目

の
前
の
患
者
を
救
う
と
い
う
使
命
の

も
と
重
大
な
場
面
に
お
い
て
は
、
マ

ン
パ
ワ
ー
で
対
応
す
る
し
か
な
い
こ

と
も
多
く
存
在
し
、
効
率
化
だ
け
で

は
超
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
財
政
論
者

に
も
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
医
療
従

事
者
の
健
康
確
保
も
患
者
と
向
か
い

合
う
う
え
で
は
大
変
重
要
で
あ
る

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
月
一
日
に
菅
総
理
大
臣
に
提
言

申
し
入
れ
を
行
っ
た
「
こ
ど
も
庁
」

創
設
に
向
け
て
、
総
理
の
決
意
に
つ

い
て
も
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
菅
総
理
大
臣
か
ら
は
、
国
の
宝

で
あ
る
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
の
政
策

を
進
め
て
い
く
こ
と
は
政
治
の
役
割

で
あ
る
と
の
認
識
を
再
度
お
示
し
い

た
だ
き
、「
行
政
の
縦
割
り
を
打
破

し
、
組
織
の
あ
り
方
を
も
う
一
度
抜

本
的
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
」、「
ま

ず
は
党
内
に
お
い
て
、
日
本
の
未
来

と
い
う
視
点
か
ら
さ
ら
に
検
討
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
さ
れ
た
う

え
で
、
本
件
を
「
極
め
て
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
し
っ
か
り
対
応
し
て

参
り
た
い
」
と
大
変
力
強
い
決
意
を

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
年
三
月
三
日
（
耳
の

日
）
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
発
表
し
たW

orld 
Report on Hearing

に
「
難
聴
は
孤

独
に
、
孤
独
は
う
つ
病
に
、
う
つ
病

は
認
知
症
に
つ
な
が
る
」
と
記
載
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
つ
つ
、
高

齢
者
の
難
聴
を
早
期
発
見
す
る
取
り

組
み
、
補
聴
器
相
談
医
や
認
定
補
聴

器
技
能
者
を
介
し
た
適
切
な
補
聴
器

へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
、
高
齢
者
の
難

聴
対
策
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ほ
し

い
と
厚
生
労
働
省
へ
の
要
望
を
申
し

上
げ
て
、
質
問
を
終
え
ま
し
た
。

医
療
費
不
払
い
経
歴
の
あ
る
訪
日

外
国
人
へ
の
入
国
審
査
厳
格
化

訪
日
外
国
人
の
医
療
を
巡
っ
て

は
、
自
民
党
政
調
「
外
国
人
観
光
客

に
対
す
る
医
療
Ｐ
Ｔ
」
事
務
局
長
と

し
て
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
二
〇
一

八
年
五
月
に
菅
内
閣
官
房
長
官
（
当

時
）
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
結
果
、

医
療
通
訳
の
体
制
整
備
や
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
、
拠
点
病
院

の
整
備
等
に
予
算
措
置
が
さ
れ
大
き

く
進
展
し
た
ほ
か
、
日
本
で
の
不
払

い
医
療
費
が
あ
る
外
国
人
の
再
入
国

審
査
を
厳
格
化
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
般
、
具
体
的
な
動
き

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
五
月
十
日
か
ら
、
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
、
二
十
万
円
以
上
の
医

療
費
不
払
い
の
経
歴
が
あ
る
訪
日
外

国
人
の
情
報
を
収
集
し
、
出
入
国
在

留
管
理
庁
へ
提
供
す
る
仕
組
み
が
開

始
し
ま
す
。出
入
国
在
留
管
理
庁
は
、

こ
の
情
報
を
次
回
入
国
時
の
入
国
拒

否
も
含
む
厳
格
な
審
査
に
活
用
し
ま

す
。
医
療
費
不
払
い
に
対
し
原
則
と

し
て
入
国
禁
止
と
な
り
得
る
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
今
後

は
訪
日
外
国
人
の
民
間
医
療
保
険
加

入
徹
底
や
医
療
費
不
払
い
の
発
生
抑

止
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
厚
生

労
働
省
で
は
訪
日
外
国
人
の
「
未
収

金
発
生
防
止
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
・
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
医
療
機
関
向
け
に
作

成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
医
療
機
関
に
未

収
金
情
報
の
提
供
等
の
協
力
依
頼
を

行
う
予
定
で
す
。

「こども庁」創設に向
けた特設サイトを開設
しました。ぜひご覧下
さい。

https://www.child-department.jp/

（
３
面
よ
り
）


